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川崎市バスの燃料費試算
2008.08.09　担当：井坂

7月22日付け神奈川新聞記事（裏面参照）より：

軽油価格想定…… 115円
７月実勢価格…… 149円

この変動により年間 120百万円の予算超過が見込まれていると報じられた。
つまり、34円の価格上昇が 120百万円の費用押し上げに相当するという。 
ここから、平成20年度予算における燃料費総額は 405,882千円ほどである
とわかる。

川崎市交通局開示情報（平成20年度予算）より：

営業費用総額…… 9,733,825千円

このうち燃料費相当額が 405,882千円なので、営業費用に占める燃料費の
割合は 4.2% となる。 
  
ここから、燃料費が 3割増えたことにより市バスに与える影響は、H20年度
営業費用総額の 1.2%（仮にこの全額を運賃に乗せたとしても 2.5円の値上げに留ま
る）。

一方、H19年度実績で市バスの乗車人員が 2.4% 増加しているが、市バスの
営業収益のうち乗車料収入の割合は大きく（平成18年度実績で 78.4%）、よって
得られる増収効果も大きい。仮に今年度も 2.4% の乗客増が見込めるとする
と、営業収入を 1.9% 押し上げる効果がある（H20予算の 153百万円に相当）。

2.4% の乗客増は、今まで 30人乗っていたバスの乗客が 30.72人になる程
度の変化なので、現場の実感としては「マイカーからバスへの移行を期待す
るが大きな変化はない。」という見方をするのかもしれないが、少なくとも
川崎市バスについては燃料費上昇による経営改善効果が充分に期待できそう
である。

■参考資料1

参考：2008年 2月の閏年を調整した増減率は +3.4%。

■参考資料2 路線バス乗車人員の増減率
（前期比 %）

平成18
年度

平成19
年度 出典

東京都運賃均一区域内（都営
バスおよび民間11社計） +0.0 +1.3 国土交通月例経済

川崎市交通局（市バス） +0.9 +2.4 第3回「川崎市バス事業経
営問題検討会」資料

枠内は当会『市バスの経営戦略と川崎市の交通政策に関する提案書』より




